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 ● 大阪府教育委員会、市町村教育委員会及び学校が、生徒の学力の状況をつかむことで、教育の成果と課

題を明らかにし、今後の教育にいかします。 

 ● 生徒が、自分の学習の到達状況を正しく知ることにより、自らの学力に目標を持ち、また、その向上への

意欲を高めます。 

 ● 大阪府教育委員会が、テスト結果を使って、大阪府公立高等学校入学者選抜の調査書に記載する評定が、

公平性の高いものであるかどうかを確認する資料を作成し、市町村教育委員会と学校に提供します。 

 

                     

 

○ 実施日：令和８年１月１４日（水） 

○ 実施校数及び実施生徒数 1年生：中学校１８校（2,314人）、２年生：中学校１８校（2,417人） 

 ○ 学力に関する調査 国語・社会（Ａ、Ｂから選択）・数学・理科、英語 

 ○ 生徒に対するアンケート １１問  

  

 

 

本結果は学力の一部分であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。そのため、序列化や過度な競

争を目的とした取扱いにつながらないよう十分配慮をお願いします。 

  結果については、本実施の目的を達成するため、自らの教育及び教育施策の改善、各生徒の全般的な学習

状況の改善等につなげることが重要と考えます。 

  

  

 

教科 高槻市 大阪府 差（対府） 

中１ 国語 66.5 63.1 +3.4 

中１ 数学 59.2 56.7 +2.5 

中１ 英語 69.2 65.2 +4.0 

中２ 国語 66.8 64.5 +2.3 

中２ 社会Ａ 44.1 44.3 -0.2 

中２ 数学 58.2 55.0 +3.2 

中２ 理科  47.9 46.7 +1.2 

中２ 英語 56.7 51.8 +4.9 

※社会 Bについては、選択している学校はありません。 

 

 

実施の目的 

教科別・平均点比較（対大阪府） 

令和７年度 中学生チャレンジテスト（１・２年生）の概要及び結果 

 

実施の概要 

調査結果の取扱い 

高槻市教育委員会 令和８ 年  ４月 
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R７ １年生 チャレンジテスト 分析 

中学校 国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．分類・区分別集計結果 

分類 区分 対象設問数 配点 
平均点 

高槻市 大阪府 

全体 32 100 66.5  63.1  

学習指導要領の 

内容 

知識及び 

技能 

言葉の特徴や使い方に関する事項 8  18  12.8  12.4  

情報の扱い方に関する事項  6  21  13.4  12.7  

我が国の言語文化に関する事項  6  21  12.3  11.8  

思考力、 

判断力、 

表現力等 

話すこと・聞くこと  4  15  9.5  8.8  

書くこと  8  27  17.4  16.3  

読むこと 10  34  22.4  21.4  

評価の観点 

知識・技能  20  60  38.6  36.9  

思考・判断・表現  22  76  49.3  46.4  

主体的に学習に取り組む態度  － － － － 

問題形式 

選択式  15  48  33.3  31.9  

短答式  14  38  27.5  26.2  

記述式  3  14  5.7  5.1  

※１つの設問が複数の区分に該当することがあるため、それぞれの分類について各区分の設問数や平均点等を合計した値が、実際の設問数や平均点等と一致しない場合がある。 

 

２．成果が見られた設問［二４（１）］ 

 （１）問題の概要 

鳥の生態についてまとめた表の空欄に    

入る適切な言葉を本文中から抜き出します。 

 （２）成果    

    文章の内容を捉え、筆者の考えを理解する

ことができています。 

 

３．課題が見られた設問［四５］ 

 （１）問題の概要 

    アドバイスを受けて、資料の一部をもとに

して報告文の内容を書きかえます。 

（２）課題 

   資料を用いて自分の考えがわかりやすく伝

わるように表現を工夫することに課題が見ら

れます。 

 （３）授業改善のポイント 

自分の考えや数値等の根拠が明確になるよ    

う構成を考えることが重要です。 

普段出会う文章や資料の表現の工夫を参考

に、読み取れる事実と自分の考えを結び付け

て表現する場面を設定することが大切です。 

  平均点 無解答率 

高槻市 66.5 8.5  

大阪府 63.1 10.2  
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R７ １年生 チャレンジテスト 分析 

中学校 数学 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

１．分類・区分別集計結果 

※１つの設問が複数の区分に該当することがあるため、それぞれの分類について各区分の設問数や平均点等を合計した値が、実際の設問数や平均点等と一致しない場合がある 

 

２．成果が見られた設問［５（３）］ 

（１）問題の概要 

△ABCにおいて、辺 ACの垂直二等分線の 

作図をします。 

（２）成果 

与えられた条件で、線分の垂直二等分線

が作図できています。 

 

３．課題が見られた設問［６（３）］ 

 （１）問題の概要 

移動する先の図形にぴったり重なるよう

な対称移動・回転移動の組み合わせを選び

ます。 

（２）課題 

具体的な図形で、対称移動、回転移動を見

出すことに課題が見られます。 

（３）授業改善のポイント 

 図形の形や大きさ、構成要素や位置関係に

着目し、作図や図形の移動を具体的に経験す

ることが大切です。実際に紙を「折る」「回

す」「写す」という手を動かし操作する活動

や ICT ツールを活用し移動のプロセスが見

えるような工夫を取り入れることも効果的

です。 

  平均点 無解答率 

高槻市 59.2 7.6 

大阪府 56.7 8.8 

分類 区分 対象設問数 配点 
平均点 

高槻市 大阪府 

全体 33  100  59.2 56.7 

学習指導要領の 

領域 

数と式 16 49  29.1 27.8 

図形 6 18  10.6 10.2 

関数 11 33  19.5 18.7 

データの活用 － － － － 

評価の観点 

知識・技能  25 76  51.9 49.8 

思考・判断・表現  8 24  7.3 6.9 

主体的に学習に取り組む態度  － － － － 

問題形式 

選択式  16 48  31.8 30.7 

短答式  15 46  25.9 24.5 

記述式  2 6  1.5 1.5 
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設問 ６（３） （抜粋） 

高槻市 

大阪府 
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R７ １年生 チャレンジテスト 分析 

中学校 英語 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．分類・区分別集計結果 

※１つの設問が複数の区分に該当することがあるため、それぞれの分類について各区分の設問数や平均点等を合計した値が、実際の設問数や平均点等と一致しない場合がある。 

 

２．成果が見られた設問［７（２）］ 

 （１）問題の概要 

   指示された用件に合うように、空欄に３語の英

語を入れ、英文を完成させます。 

 （２）成果 

    文法や語彙の知識を活用し、英文を書くことが

できています。 

 

３．課題が見られた設問［９（５）］ 

 （１）問題の概要 

 Ｅメールを読み、「ジュディが、次のＥメール

でケンタに教えてほしいと言っていることは何

ですか。」という質問に対する適切な答えとなる

ように、英文中の空欄にＥメール中から英語４語

で抜き出して書きます。 

（２）課題 

  日常的な話題についてのＥメールのやり取り

を読み、話の概要を捉えて、内容の要点を把握す

ることに課題が見られます。 

 （３）授業改善のポイント 

書かれている英文の全てを読み取ろうとする

のではなく、目的や状況などから判断して必要な

情報を把握できるようにすることが重要です。必

要な情報や概要、要点などを聞き取ったり、読み

取ったり、自分自身の考えや気持ちを表現したり

する言語活動を設定していくことが大切です。 

  平均点 無解答率 

高槻市 69.2 3.9 

大阪府 65.2 4.9 

分類 区分 対象設問数 配点 
平均点 

高槻市 大阪府 

全体 39 100 69.2 65.2 

学習指導要領の 

領域 

聞くこと 15 32 25.6 24.6 

読むこと 15 41 27.1 25.3 

話すこと（やり取り） - - - - 

話すこと（発表） - - - - 

書くこと  9 27 16.4 15.3 

評価の観点 

知識・技能  20 49 34.3 32.6 

思考・判断・表現  19 51 34.9 32.6 

主体的に学習に取り組む態度  - - - - 

問題形式 

選択式  32 80 60.0 57.1 

短答式   1 2 0.3 0.3 

記述式   6 18  8.8 7.8 
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R７ ２年生 チャレンジテスト 分析 

中学校 国語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．分類・区分別集計結果 

分類 区分 対象設問数 配点 
平均点 

高槻市 大阪府 

全体 31 100 66.8 64.5 

学習指導要領の 

内容 

知識及び 

技能 

言葉の特徴や使い方に関する事項 9  22  14.7  14.6  

情報の扱い方に関する事項  3  12  7.5  7.1  

我が国の言語文化に関する事項  7  23  13.0  12.4  

思考力、 

判断力、 

表現力等 

話すこと・聞くこと  5  19  12.1  11.6  

書くこと  5  19  14.3  13.5  

読むこと 10  34  22.4  21.4  

評価の観点 

知識・技能  19  57  35.2  34.1  

思考・判断・表現  20  72  48.7  46.5  

主体的に学習に取り組む態度  － － － － 

問題形式 

選択式  14  46  30.0  29.0  

短答式  14  40  29.0  28.2  

記述式  3  14  7.8  7.2  
※１つの設問が複数の区分に該当することがあるため、それぞれの分類について各区分の設問数や平均点等を合計した値が、実際の設問数や平均点等と一致しない場合がある。 

 

２．成果が見られた設問［三１］ 

 （１）問題の概要 

スピーチの工夫の効果として適し

ているものを選択します。 

 （２）成果    

効果的なスピーチをするための話

し方の工夫を理解できています。 

 

３．課題が見られた設問［四５］ 

 （１）問題の概要 

 電子メールの下書き中の空欄に事前

に確かめておきたいことを書きます。 

（２）課題 

   伝えたい事柄が相手に効果的に伝

わるように書くことに課題が見られ

ます。 

 （３）授業改善のポイント 

自分の考えが明確に伝わるように

書くためには、相手や目的などに応じ

て表現を選択することが重要です。 

自分の発信した情報が相手にどう

受け止められるかを想像し書くこと

を意識して、言語活動を充実させるこ

とが大切です。 

  平均点 無解答率 

高槻市 66.8 6.3 

大阪府 64.5 7.3 
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R７ ２年生 チャレンジテスト 分析 

中学校 社会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．分類・区分別集計結果 

分類 区分 対象設問数 配点 
平均点 

高槻市 大阪府 

全体 36 100 44.1 44.3 

学習指導要領の 

領域 

地理的分野 20 55 24.0 23.6 

歴史的分野 16 45 20.2 20.7 

評価の観点 

知識・技能 29 77 36.6 36.8 

思考・判断・表現 7 23 7.5 7.5 

主体的に学習に取り組む態度 - - - - 

問題形式 

選択式 29 78 34.5 34.6 

短答式 5 14 6.9 7.0 

記述式 2 8 2.7 2.6 
※１つの設問が複数の区分に該当することがあるため、それぞれの分類について各区分の設問数や平均点等を合計した値が、実際の設問数や平均点等と一致しない場合がある。 

 

２．成果が見られた設問［４（１）］ 

（１）問題の概要 

   北陸新幹線の路線が通る中部地方の

県庁所在地を選びます。 

（２）成果 

   北陸新幹線の路線が通る県庁所在地  

の場所について理解しています。 

 

３．課題が見られた設問［３（２）②］ 

（１）問題の概要 

江戸幕府による鎖国に関するできご

とについて、起こった順に並べたもの

を選びます。 

（２）課題 

   江戸幕府による鎖国に関するできご

との推移を考察することに課題が見ら

れます。 

（３）授業改善のポイント 

歴史に関わる事象について、出来事

の本質を理解するためには、歴史の大

きな流れを、世界の歴史を背景に、各

時代の特色を踏まえて指導することが

重要です。 

また、事象の意義などを、課題を設

けて考察したりする活動を通じて、各

時代の特色や時代の転換に関する基礎

的・基本的な知識を着実に定着できる

よう指導することが大切です。 

  平均点 無解答率 

高槻市 44.1 6.4 

大阪府 44.3 6.3 
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R７ ２年生 チャレンジテスト 分析 

中学校 数学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．分類・区分別集計結果 

※１つの設問が複数の区分に該当することがあるため、それぞれの分類について各区分の設問数や平均点等を合計した値が、実際の設問数や平均点等と一致しない場合がある。 

 

２．成果が見られた設問［４（４）］ 

（１）問題の概要 

   一次関数の式やグラフから、 x の変域に対応

する y の変域を求めます。 

（２）成果 

   一次関数の式やグラフの意味を理解し、x の変

域に対応する y の変域を求めることができてい

ます。 

 

３．課題が見られた設問［５（２）］ 

 （１）問題の概要 

４つの数ａ、ｂ、ｃ、ｄの和が４の倍数になる 

ことの説明を完成させます。 

（２）課題 

事柄が成り立つ理由を文字式を用いて説明する

ことに課題が見られます。 

（３）授業改善のポイント 

   数量の関係や法則などを「文字を用いた式」に

表し、具体的に活用する学習場面を設定すること

が重要です。 

授業の中で、様々な事象における数量の関係を

発見し、見つけた数量の関係について文字を用い

て式に表現したり、式の意味を読み取ったりする

活動を計画的に取り入れることが大切です。 

  平均点 無解答率 

高槻市 58.2 11.0 

大阪府 55.0 11.7 

 
区分 対象設問数 配点 

平均点 

高槻市 大阪府 

全体 29 100 58.2 55.0 

学習指導要領の 

領域 

数と式 11 39 23.4 22.2 

図形 8 28 16.8 16.2 

関数 10 33 18.0 16.6 

データの活用 － － － － 

評価の観点 

知識・技能  17 60 37.2 35.2 

思考・判断・表現  12 40 21.0 19.8 

主体的に学習に取り組む態度  － － － － 

問題形式 

選択式  12 41 27.0 25.6 

短答式  15 53 29.5 27.8 

記述式  2 6 1.7 1.6 
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R７ ２年生 チャレンジテスト 分析 

中学校 理科 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

１．分類・区分別集計結果 

分類 区分 対象設問数 配点 
平均点 

高槻市 大阪府 

全体 30 100 47.9 46.7 

学習指導要領の 

領域 

「エネルギー」 - - - - 

「粒子」 12 40 18.3 18.1 

「生命」 12 40 20.6 19.7 

「地球」 6 20 9.1 8.9 

評価の観点 

知識・技能  19 58 30.0 29.4 

思考・判断・表現  11 42 17.9 17.3 

主体的に学習に取り組む態度  - - - - 

問題形式 

選択式  22 74 34.1 33.6 

短答式  6 18 10.9 10.3 

記述式  2 8 3.0 2.7 
※１つの設問が複数の区分に該当することがあるため、それぞれの分類について各区分の設問数や平均点等を合計した値が、実際の設問数や平均点等と一致しない場合がある。 

 

２．成果が見られた設問［１（２）①］ 

 （１）問題の概要 

    血液の各成分のはたらきから、それぞれの名前の組み合わせを選びます。 

 （２）成果 

    血液の固形成分（血球）のはたらきについて理解しています。 

 

３．課題が見られた設問［２（２）②］  

 （１）問題の概要 

    実験で調べたことやわかったこと

をまとめた文章中の空欄に入る言葉

を選びます。 

（２）課題 

   塩化コバルト紙やフェノールフタ

レイン溶液の理解に課題が見られま

す。 

（３）授業改善のポイント 

実験で使用する試験紙や指示薬に

ついて、それぞれ何を調べるものか理

解して使用することが重要です。 

実験においては、操作手順に従って

行うだけではなく、発生する物質を化

学式から予測したり、それらを確かめ

るためにはどの方法が妥当かを検討

したりするなど、解決する方法を立案

し、実験に取り組むことが大切です。 

 
平均点 無解答率 

高槻市 47.9 4.2 

大阪府 46.7 5.0 
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R７ ２年生 チャレンジテスト 分析 

中学校 英語 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

１．分類・区分別集計結果 

分類 区分 対象設問数 配点 
平均点 

高槻市 大阪府 

全体 37 100 56.7 51.8 

学習指導要領の 

領域 

聞くこと 12 28 19.6 18.4 

読むこと 10 28 14.5 13.4 

話すこと（やり取り） - - - - 

話すこと（発表） - - - - 

書くこと  15 44 22.6 20.0 

評価の観点 

知識・技能  20 53 31.3 28.5 

思考・判断・表現  17 47 25.5 23.3 

主体的に学習に取り組む態度  - - - - 

問題形式 

選択式  27 70 45.1 42.2 

短答式   3 9 3.6 3.1 

記述式   7 21  8.1 6.5 
※１つの設問が複数の区分に該当することがあるため、それぞれの分類について各区分の設問数や平均点等を合計した値が、実際の設問数や平均点等と一致しない場合がある。 

 

２．成果が見られた設問［７（２）］ 

 （１）問題の概要 

 会話文を読み、空欄に英語３語を入れ、英文を完成させます。 

 （２）成果 

    会話文を読み、やり取りの場面を理解

したうえで、文法や語彙の知識を活用し、

会話の流れに合う英文を書くことができ

ています。 

 

３．課題が見られた設問［３（１）］ 

 （１）問題の概要 

  時刻表と質問を読み、会話を聞いて、英

文中の空欄に入る適切な時刻を選びます。 

（２）課題 

日常的な話題について、表や質問を読ん

だうえで、それについてのやり取りを聞

き、話の概要を正確に把握することに課題

が見られます。 

 （３）授業改善のポイント 

全ての英文を聞き取ろうとするのでは

なく、目的や状況に応じて、必要な情報を

把握できるようにすることが重要です。 

聞いて理解した情報を第三者に分かり

やすく説明したり説明した内容を書いて

まとめたりするなどの言語活動を意識的

に取り入れることが大切です。 

  平均点 無解答率 

高槻市 56.7 6.1 

大阪府 51.8 7.6 
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大阪府 
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凡例：   1.当てはまる    2.どちらかといえば、当てはまる    ３．どちらかといえば、当てはまらない    ４．当てはまらない    ５．その他     ６．無回答 

１．文章や資料などを読むときに、どこが大事なところかを考えながら読んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．わからないことや知りたいことがあったとき、図書館資料やインターネットなどで調べている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．授業中、思考ツールを使うなどして、自分の考えを整理したりまとめたりする場面がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．授業中、PC・タブレットを使って、学級の友だちと意見を交換する場面はどれくらいありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒に対するアンケートの結果 

令和７年度中学生チャレンジテスト（１・２年生） 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R７高槻市１年

R７大阪府１年

R７高槻市２年

R６高槻市１年

R７大阪府２年

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R７高槻市１年

R７大阪府１年

R７高槻市２年

R６高槻市１年

R７大阪府２年

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R７高槻市１年

R７大阪府１年

R７高槻市２年

R６高槻市１年

R７大阪府２年

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R７高槻市１年

R７大阪府１年

R７高槻市２年

R６高槻市１年

R７大阪府２年

ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上 月１回以上 月１回より少ない その他 無回答
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５．家で、自分の苦手なところ、必要なところを考えて勉強している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．あなたの学級は、違った考えや意見を受け入れる雰囲気がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．学校などで、他の人と協力し合うことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．難しいことがあっても、あきらめない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R７高槻市１年

R７大阪府１年

R７高槻市２年

R６高槻市１年

R７大阪府２年

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R７高槻市１年

R７大阪府１年

R７高槻市２年

R６高槻市１年

R７大阪府２年

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R７高槻市１年

R７大阪府１年

R７高槻市２年

R６高槻市１年

R７大阪府２年

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R７高槻市１年

R７大阪府１年

R７高槻市２年

R６高槻市１年

R７大阪府２年
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９．テレビや新聞、インターネットで社会的な出来事に関するニュースを見ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．普段（月曜日から日曜日）、１日平均どれくらいの時間、本（教科書は除く）を読みますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１．普段（月曜日から日曜日）、１日平均どれくらいの時間、学習以外（ゲームや SNSなど）に 

スマートフォンやタブレットを使っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒に対するアンケートの結果について】 

全ての設問で、肯定的回答の割合が大阪府を上回っている（設問１１については使用時間が下回っている）
点は、一定の成果であると言えます。 
しかしながら、中学２年生において、令和６年度との経年比較で見ますと、「５．家で、自分の苦手なところ、

必要なところを考えて勉強している。」や「１０．普段（月曜日から日曜日）、１日平均どれくらいの時間、本
（教科書を除く）を読みますか。」の設問において肯定的回答が減少傾向にあり、反対に、スマートフォンやタ
ブレットの使用時間は、増加傾向にあります。 
生徒の豊かな読書習慣につながる取組の推進に加え、学習の成果をより確かなものにするために、授業での

学習の振り返りを家庭学習に活かせるよう取り組むなど生徒の主体的な学習につなげる工夫が必要です。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R７高槻市１年

R７大阪府１年

R７高槻市２年

R６高槻市１年

R７大阪府２年

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R７高槻市１年

R７大阪府１年

R７高槻市２年

R６高槻市１年

R７大阪府２年

２時間以上 １時間以上、２時間より少ない 30分以上、１時間より少ない 10分以上、30分より少ない

10分より少ない 全くしない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

R７高槻市１年

R７大阪府１年

R７高槻市２年

R６高槻市１年

R７大阪府２年

４時間以上 ３時間以上、４時間より少ない ２時間以上、３時間より少ない

１時間以上、２時間より少ない 30分以上、１時間より少ない 30分より少ない

スマートフォンやタブレットを持っていない その他 無回答

 

 

 

 

 

 


